
 
■ 生徒会長あいさつ 全日制、定時制ともに令和６年度後期から７年度前期にかけての新生徒会役員が決定しました。
役員の皆さんには、全校生徒の先頭に立って、学校生活が一層充実するよう活躍することを期待しています。 

 
  
■ 芸術鑑賞 10 月４日、全日制では、札幌コンサートホール Kitara 大ホールにて、
札幌交響楽団「札響ジュニアクラシックコンサート」を鑑賞しました。本校卒業生の横山奏
氏の指揮と解説のもと、高校生にもなじみ深い楽曲構成と楽器の紹介など生徒たちはもち
ろん、参加した保護者の皆さんも、芸術の秋を楽しみました。 
 
■ 宇都宮大学との連携特別講座 10 月
８日放課後、全日制の１～２年生の希望者を対
象に、探究学習 BEING ALIVE の一環として宇
都宮大学の社会基礎デザイン学科及び、コミュニテ
ィデザイン学科より３名の大学生を招き、『ゴミはい
つまで捨てられるか～「４R」について考えてみよう』
をテーマに、１回目の特別講座が行われました。４

R とリサイクルについて学ぶとともに、クルミ素材の活用方法など、アイデアを出し合ったり、
発表したりと様々な学びを経験しました。 

 
■ 定時制 新生徒会役員 10 月 11 日に
定時制で生徒会役員選挙演説会と投票が行われ、新生徒会役員が決定し、10月 18
日に生徒会認証式を行いました。新たな生徒会役員は、会長が２期連続で３年 間ヶ
敷莉音さん、副会長３年 石山美咲さん、２年 杉山春翔さん、書記長２年 立花寿希
さん、会計１年 吉野瑠花さん、議長２年 加藤
昊紀さん、議長１年 宮川優月さんがそれぞれ信
任されました。生徒の目線から「よりよい学校」にして
いくための活動をよろしくお願いします。 
 
■ バドミントン新人大会 10月19日、定時
制通信制の石狩支部新人大会が、当番校の本

校体育館にて行われました。大会には、石狩地区の 11校、62名が参加する中、本校生
徒は全校応援を行いました。本校からは２名の選手が出場し、最後まで全力のプレーを
見せてくれました。 
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厳かな雰囲気の中で芸術鑑賞 

大学生とともに学ぶ全日制生徒 

全日制生徒会長  森田 彩良さん 

この度第 72期生徒会会長に就任させていただ

きました、森田彩良です。入学してから庶務とし

て半年ほど活動してきた際には先輩の手伝い、後

ろを追うことで精一杯で、周りが見えてなく、い

ざ自分が文化総務として活動することとなった際

には今まで先輩がここまで大変な仕事を後輩に的

確な指示を出しつつもそつなくこなしていたんだ

ろうと痛感しました。選挙でも申し上げた通り私

たちは生徒にとって生徒会が身近な存在になれる

よう活動していこうと思っています。そのために

運営側である私たちも隔たりなく行事を楽しめる

よう、先を見た業務で余裕を持てるよう周りを見

た行動を意識し、月寒高校生徒全員が充実した学

校生活を送れるよう精進していきますので一年間

よろしくお願いします。 

定時制生徒会長  間ヶ敷莉音さん 

２年連続で生徒会長を努めさせていただく、３年の

間ヶ敷莉音です。生徒会自体は、３年目となります。 

今期で最後の生徒会活動、昨年よりメンバーが若干

増え嬉しく思います。 

 生徒会長になってからは人前に出ることが増え、

１年生の頃と比べ成長できていると自負していま

す。しかし、生徒会メンバーとの交流や話し合い、

代表としての挨拶など、まだまだ満足できるもので

はありません。 

 今期は就職活動も始まり今まで以上に忙しくな

っていくと思います。生徒会メンバーが楽しく活動

し、何よりも生徒の皆が少しでも楽しい学校生活を

送れるように邁進していきます。どうぞよろしくお

願い致します。 

定時制の演説会の様子 

個人戦の試合の様子 



 
■ 見学旅行 10 月 15 日から４泊５日の日程で、全日制の見学旅行が行われまし
た。初日は、２団に分かれて、それぞれ新千歳空港を飛び立ち、伊丹空港から清水寺の
見学を行いました。２日目は一日京都地区グループ研修、３日目はクラス別研修から奈
良公園で集合し、興福寺の見学をしました。４日目は一日大阪地区グループ研修、最終
日は大阪城を見学し、伊丹空港より新千歳空港に戻ってきました。クラス別研修では、１
組・２組・５組・６組が金閣寺及び嵐山散策、３組は琵琶湖クルーズ、４組・８組が三
十三間堂及び伏見稲荷見学、７組は伏見稲荷及び平等院見学と、それぞれのクラスの
企画を楽しみました。 

 

■ 心のライブ授業 10 月 22 日、定時制で

は、自殺防止に取り組む社会福祉法人「北海道

いのちの電話」事務局長である杉本明氏と札幌を拠点に活動する４人組ロックバンド「ナ

イト de ライト」を招き、心のライブ授業が行われました。講演「心の授業」では、「自分を大

切に、他の人を大切に。生きていること自体に価値がある」などのメッセージ、そして音楽ライ

ブでは、「君はそれで素晴らしい、あなたの代わりはいない」などのメッセージを受け取り、生

徒一人ひとりが命の大切さについて改めて考えてい

ました。 

 ■ 避難所体験 10月 23日、全日制では、探究学習プロジェクト BEING ALIVE

Ⅰにおいて、「北海道という地域特性を踏まえた防災・減災」を探究する 1 年生のグループ

が、札幌市立大学看護学部の先生方のサポートで、段ボールベッドを展開し、その上で横

になる体験や、ブルーシート上で直接、あるいは毛布を敷いて横になる体験、お湯を沸かせ

ないことを想定して、水で調理した非常食の試食などを行いました。さて、この体験が、これ

からの探究にどのように結びついてくるのかが楽しみです。 

 
■羽ばたけ鴻鵠、全国に～今年度 全道・全国大会での活躍 
部活名 大会名 期日 結果 
美術部 第 58 回全道高等学校美術展

・研究大会 
10/8-10 全道優秀作品 ３年 佐藤 梢さん、本野七海さん、山口美

咲さん 
書道部 高文連全道学校書道展 10/9-11 優秀賞 山田哩々子さん、富田蒼衣さん 
写真部 高文連写真部全道大会 10/23-25 受賞なし 
将棋部 全道新人大会 10/25 1−3 萩原 2 位（全国大会出場）、1−7 安藤(3 位入賞)、

1−1黒田 2勝、1−4前田 4勝、2−6笹 2勝、2−8高橋 2
勝 

文芸創作
部 

第 62 回有島青少年文芸賞 10/16 2-1 野﨑昊佑さん 小説「世界の創り方」佳作、2-4 森 蒼
龍さん 小説「架空の旋律にのせて」佳作 

文芸創作
部 

全国高校生童話大賞 10/31 2-4 森 蒼龍 ノミネート 

囲碁部 第 24 回全道高等学校囲碁
新人大会 

11/9 女子個人 松本愛子さん 2位 全国大会出場 

 
■今後の行事予定  

 全日制 定時制 

12 月 20 休業前集会、21 冬期休業(-1/13)、21-25 冬

季講習（前期）、29-1/3 学校閉庁日 

3-6 見学旅行（３年）、13 漢字コンクール、16 防

災学習、17 就職内定式（４年）、18-19 体育大

会、20 終業式 21-1/14 冬期休業、 

１月 4-8 冬季講習（後期）、14 休業明け集会、実力テス

ト、３学年家庭学習開始、18-19 大学入学共通テス

ト、20 ３学年登校日、23 少年非行防止教室 

15 始業式、21-23 進学就職報告会、28-30 ４年生

学年末考査、31 予餞会 

 

清水寺で音羽の滝の清水を柄杓で掬う生徒 

音楽ライブに聞き入る定時制生徒たち 

初めての段ボールベッドの寝心地はどうでしょう？ 


